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「三田学会雑誌」96卷 4 号 （2004年 1 月）

杉浦章介著

『都市経済論』 

岩波書店，2003年，226頁

本書は，都市経済をめぐる現状についてその基 

本動向を明らかにし，都市経済を体系的に捉える 

ための枠組みを提示することを目的とした，これ 

から経済学を学ぼうとする初学年の学生や，総合 

教養教育の一環として都市の課題や経済の問題を 

学ぼうという学生を対象とした入門書である。

本書は全3 部からなっている。まず，第 I 部で 

は，都市経済を産業集積という観点から捉えて， 

都市経済が産業革命以降どのようにして生産力を 

増大させ，多くの労働人口を養い，拡大と発展を 

してきたか，また，現在，都市の生産システムは 

どのような仕組みへ移行しようとしているのかを， 

取り上げている。第 I I部では，都市経済を，空間 

的に組織された，ひとつのまとまりを持ったシス 

テムであるという観点から捉えて，都市の内部分 

化のプロセス，都市システムの特性，都市システ 

ムのダイナミックな変化，都市のグローバル化と 

都市経済の問題を，取り上げている。第III部では， 

都市経済を広義の社会共通資本という概念でみる 

ことによって，それが，どのように形成され，利 

用され，将来に手渡されてゆくのかを，明らかに 

している。

目次を紹介すると，はしがき，第 1 章 都 市 化  

と都市経済，第 I 部産業集積としての都市経 

済 ：第 2 章大量生産システムと都市経済，第 3 

章集積の利益と外部性，第 4 章技術革新と集 

積の自生的展開，第 5 章国際分業と分散ネット 

ワーク型集積，第 I I部空間的システムとしての 

都市経済：第 6 章都市経済の空間的内部分化，

第 7 章中心性と都市システム，第 8 章 都 市 シ  

ステムの形成と変容ーアメリ力合衆国の事例研究， 

第 9 章越境する都市システム，第 III部 社 会 的  

共通資本としての都市経済：第10章社会的共通  

資本と経済活動，第11章都市の経済成長と社会 

的共通資本，第12章外部不経済とゼロ  •エミッ 

ション都市経済，第13章都市経済における土地 

と住宅，第14章さらに都市経済を学ぶために， 

である。

まず第1 章から，より詳しく見ていく。第 1 章 

では，本書では，主として産業革命以降に発展し 

てきた現代の産業都市について焦点をあてるとい 

うこと，都市経済論の課題は，技術革新，人的資 

本，グローバル化，地球環境といった現代社会の 

基本動向を，いかにして，具体的な都市の営みや， 

都市問題の中で捉えることができるかということ 

にかかっているということが，強調されている。

次に，第 I 部の各章の内容を簡単に紹介する。

第 2 章では，産業革命以降の生産力の飛躍的な 

増大が，分業という生産組織の革新と新しい機械 

の導入ばかりではなく，集積の利益という外部性 

や，分業の深化や専門化から生まれる生産組織や 

技術革新の自主的展開の結果であるということを， 

アメリカ合衆国の自動車王ヘンリー.フォードの 

作り上げた生産の仕組みを例として取り上げて， 

説明している。さらに，このような大量生産のシ 

ステムが，産業都市の発展や拡大のメカニズムに 

ついても説明してくれるということを，都市経済 

の 「ロック• イン効果」 という観点で検討してい 

る。な お 「ロック• イン効果」 とは，都市経済の 

自己増殖的な拡大のループが形成されることを， 

意味している。

第 3 章では，工業立地要因として，輸送費，労 

働費，集積の利益の三つを取り上げ，それらに基 

づいた立地論を，まず紹介している。次に，マー 

シャルの外部性と集積の問題を取り上げ，労働市 

場における労働力のプール，下請専業化と分業の 

深化による高品質で相対的に安価な中間財の生産， 

技術的波及効果の三点が，集積をもたらす外部性
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であるというクルーグマンのマーシャルの外咅M生 

に関する要約を紹介している。さらに，空間的集 

中と産業集積の問題を区別する指標として，ア 

ン ・マークセンらの分析指標を紹介している。

第 4 章では，マーシャルの「技術革新の波及効 

果」の考え方を拡大して，革 新 （イノベーション 

ズ）に関する問題を取り上げて，産業集積や都市 

経済の自主的かつ持続的な発展のメカニズムをあ 

きらかにしている。

第 5 章では，海外との経済活動とそれにともな 

う都市経済の変容というグローバル化が果たして 

いる産業集積の再編と，都市経済の変容へのイン 

パクトを分析している。

次に，第 I I部の各章の内容を簡単に紹介する。

第 6 章では，都市経済を動かしている生産活動 

と消費活動が， どのようにひとつの都市の中で展 

開しているのかという空間的内部化の問題を扱っ 

ている。

第 7 章では，都市を構成要素とする都市システ 

ムにおいて，さまざまな規模の都市やその数はど 

のように決定され，その結果， どのような空間的 

な配置を示すようになるかという問題を，中心地 

モデルを用いて，検討している。

第 8 章では，国のレベルにおける都市システム 

の形成と変容を，アメリカ合衆国の長期間にわた 

るマクロの事例研究を取り上げて，分析している。

第 9 章では， ミクロレベルでの大都市圏の外延 

的拡大現象とエッジ• シティ （edge cities) の勃 

興と，マクロレベルでの国境を越える経済活動の 

ネットワークの形成とグローバル • シティ  

(global c i t i e s )の興隆の問題を取り上げている。

次に，第 III部の各章の内容を簡単に紹介する。

第10章では，道路や鉄道，電話回線やエネルギ 

一供給ライン，法制度や学校教育制度といった生 

産に間接的に貢献する社会的共通資本（Social 

Overhead C a p i t a l )という概念で，都市経済を 

取り上げている。

第11章では，都市経済の成長と社会的共通資本 

との関わりについて分析している。

第12章では，都市経済の成長がもたらしている 

負の外部経済性の問題（たとえば廃棄物の処理問 

題や環境破壊など）を，社会共通資本の観点から， 

検討している。

第13章では，都市経済における土地と住宅の問 

題を，需要供給両サイドから検討し，さらに，持 

ち家政策や，ホームレスに関する事例研究を，扱 

っている。

最後に14章では，市場，空間，システム，社会 

的公正，デザインの五つの観点から，本書全体を 

通しての，現在の都市経済を考える視点を，まと 

めている。

このように，本書は，都市経済論の学際的な側 

面を前面に押し出した，非常に幅広いトピックス 

を網羅した，都 市 •地域問題全般に興味のある大 

学生向きのバランスの取れた入門レベルの良書で 

ある。また，入門書ではあるが，巻末に丁寧な専 

門的な文献ガイド•文献リストが掲載されており， 

本論でも最先端の研究トピックスも取り上げられ 

ているため，入門レベルよりも進んだ読者にとっ 

ても，参考になるものと考えられる。筆者も最初 

に述べているように，書 名 は 『都市経済論』であ 

るが，本書を読むために，経済学の予備知識は必 

要とされていない。なお，本書を読んだ感想では， 

一般的に『都市経済論』 という書名から想像され 

るよりも，はるかに幅広いテーマが取り上げられ 

ているため，書名と本書の内容が若干食い違うよ 

うな印象を受けた。本書の特徴である学際性を強 

調するような書名なり，副題なりがあった方が， 

本書の良さが， もっと出たのではないだろうか。

その点が若干残念な気がするが，これまで類書が 

ない，都 市 •地域経済をめぐる現状全般に関して， 

その基本的な動向が明確に把握でき，都 市 •地域 

経済問題をどのような枠組みで捉えるべきかとい 

うことに関する指針を与えてくれる優れた入門書 

であり，一読に値する書であると考える。

瀨 古 美 喜

(経済学部教授）
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